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第第２２学学年年「「みみががくく」」学学習習活活動動案案  授業者 神谷 潤 

２月１４日（金） ２階Ｄ室  ９：００～９：４０ 

 

１ 活動名 ききあってかんがえよう 

 

２ 活動について 

子どもたちは、入学当初から、朝のサークル対話をはじめとして、サークルベンチに集まり様々なこ

とを聴きあってきた。自分の思いや言いたいことを他者に押し付けるのではなく、他者の意見を聴くこ

とが前提となっているサークル対話では、自分の意見においても他者に問うことを意味し、自分の意見

を述べることで他者の意見や思いを聴くことへとつながっている。こうした互いの考えを聴きあう場に

毎日身を置くことで、子どもたちはサークル対話の場を安心安全な環境として築き上げてきた。その中

で、１年生の頃から生活の中から立ち上がった問いについて話し合ったり絵本をきっかけに自分たちが

不思議だと思うことを聴きあったりする対話をたくさん経験してきた。２年生になってからも、例えば

生活のルールを改訂する提案が出された時に、ルールそのものを採用するか否かを問うだけでなく「平

等とは何か」「多数決で本当に決定してしまって良いのか」といった問題が立ち上がり、そうした問い

について聴きあい考える場面を経験してきている。 

今回の活動は、２年生の終盤であり３年生からの「てつがく」につながる時期に、これまでの対話を

もとに問いを立ててともに考えることを目的としている。昨年度の公開研究会では「問いを消さない」

ことをねらいとして、絵本をきっかけにして子どもたちの問いを聴きあい、不思議だと思うことについ

て「なぜ」を行き交わす対話に取り組んだ。「問いを消さない」とは、学校生活を含む様々な場面で教

育やしつけなどによって主体化されていく子どもたちがそうしたものから解放されて自らの「なぜ」に

ひらかれた実践をすることとして考え取り組んできたことである。今年度も「問いを消さない」ことを

大切にしながらも、子どもたちが考えた「問い」に寄り添い聴きあうこと、そしてサークルにいる全員

で共有された１つの問いについて考えてみる活動に取り組む。子どもたちが普段から不思議だと考えて

いること、自分たちの生活の中でみんなとともに考えたいことなどについてリストアップし、それぞれ

の問いについて考える対話を繰り返していく。子どもたち一人ひとりがもつ問いについて聴きあい、寄

り添い、ともに考えることは問いを解決することというよりはむしろ他者と問いを共有する営みに近い

かもしれない。唯一無二の存在としての他者が抱いている問いに気づき、自分も一緒になって考えてみ

ることの先に、問うことや他者と対話することのおもしろさを感じ「てつがくする」という行為を今の

自分を出発点として実践する身体へと自分を導いていくことを願っている。 

 

３ 学習活動計画（３時間目／全１２時間） 

第１次 一人ひとりの問いを聴きあう   …２時間 

第２次 出された問いについて聴きあって考える   …本時１／１０時間 

 

４ 本時の活動について 

 (１)本時のねらい 

みんなで考えてみようと決めた問いについて、互いの考えを聴きあい、考える。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．互いの考えを聴きあうために、ウォーミングアッ

プをする。 

 

２．みんなで決めた問いについて確認する。 

 

３．問いについて互いの考えを聴きあう。 

 

 

・ピースフルスクールプログラムを参考にしながら、

互いの違いを大切にするアクティビティをして安心

して対話するためのウォーミングアップをする。 

・決めた問いがどのようなことを問うているのかを確

認する。 

・子ども同士で議論が進むようにするが議論を整理し

ていけるようにかかわる。 

 

第第２２学学年年「「算算数数」」学学習習指指導導案案  授業者 長濱 和代 

２月１４日（金）２階Ｃ室 ９：００～９：４０（話し合い １１：００～１１：４５） 

 

１ 題材名 わかりやすく あらわそう（かけ算九九の発展として） 

 

２ 題材について 

 第 1 学年から身の回りの数を探して数やその構成に興味を持ち、意欲的に学習に取り組んでいる。児

童の多くは算数が好きで、計算が得意な児童は半数以上いるが、図や形をかいたり作ったりすることの

方が得意な児童も 2～3 割程度、存在している。第 2 学年では既習をもとに学習を進め、2～3 桁の数を

扱う中で、児童の生活経験が学習に影響していくことを実感している。既習と児童の生活経験から生ま

れる考えとを絡み合わせながら、「わかりやすく整理して考える」という数学的思考を育てていく。児

童らの生活経験から生まれている考えをどのように表現させ、他者と共有していくのかを、児童らの実

態をもとに考える。 

 単元では、かけ算九九について扱う。1 年では、同じ数ずつ取り出したり分けたりと、かけ算・わり

算の素地を養ってきた。2 年では、何個のいくつ分という考えから、5・2・3・4 の段の九九を習得した

後、かけられる数とかける数、何倍かの計算を考えた。さらに 6・7・8・9・1 の段の九九を習得した後

は、乗法の交換法則を学び、九九表からきまりを探し出したり、アレイ図の問題に取り組んだりした。

また乗法と加法・減法を組み合わせた 3 要素 2段階の問題として 10 を超える乗法とその答えを考えた。 

 本題材は、これまで 2 年の教科書（大日本図書など）で掲載されてきた「植木算」を扱う。木と木の

間の長さをかけ算を使って求めるが、長さは木の本数に一致しないことを見つけさせたい。また実際に

立木が何本もある場合、その木の間の長さは等間隔ではない。樹高（木の高さ）も同様である。現実の

森や林を例に挙げながら、図や計算を使ってわかりやすく整理することによってきまりを見つけ、かけ

算をより身近に利用することができるようにさせたい。九九のきまりをとらえ、乗法の意味と九九につ

いての一層の習熟を図り、３学年で扱う除法につなげる。  

  

３ 学習指導計画（１９時間目／全２０時間） 

第１次 6・7・8・9・1の段の九九   …１４時間 

第２次 倍とかけ算・九九表のきまり   …３時間 

第３次 問題とまとめ   …１時間 

第 4 次 発展課題   …１／２時間（本時） 

 

４ 本時の学習について 

 (１）本時のねらい 

 ・図や計算をもとにきまりを見つけ、かけ算を使って考える。身のまわりの自然や環境についても関

連させて考える。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１１．．課課題題をを把把握握すするる。。  

「小学校の前にならぶイチョウの木は 7 本ある。木のあいだをはか

ったら やく10mだった。はじめの木から さいごの木まで 長さは

何ｍか。」 

２２．．自自力力解解決決ををししてて、、考考ええをを共共有有すするる。 

 

 

３３．．発発展展ささせせてて考考ええるる。。  

池のまわりにうえられた木のばあいについて、考える。 

 

４４．．学学習習ををふふりりかかええるる。。 

・実際に計測すると、約 6～14m の幅があっ

た。胸高直径が 1ｍを超える巨木もある。 

 

 

・図や式で考える。定規などを準備させる。 

・図と式で計算、ファミリー（班）で手をつ

ないで確認など、いろいろな方法を考える。 

 

・直線上の木と、丸い形の上にならんでいる

木の間は、数え方がちがう。 

・周囲の木や自然について問う。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

 数学的コミュニケーションを促すことによりかけ算の発展的課題に取り組むことができたか。 
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